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を含む全16議案を審議

中
小
企
業
が
地
域
に
お
い
て
果
た
す
役
割
の
重
要
性
を

踏
ま
え
、
そ
の
振
興
の
た
め
、
基
本
理
念
や
市
の
責
務
、

中
小
企
業
者
お
よ
び
小
規
模
企
業
者
の
努
力
等
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
中

小
企
業
振
興
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
に
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
47
号
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
が

新
た
に
制
定
さ
れ
ま
し
た

このようなことが決まりました

	 市長提出議案	 １６件

令和７年第２回定例会を６月１２日から６月２６日まで開催しました。
市長提出議案１６件のうち、人権擁護委員候補者の推薦２件は異議なしと決定し、
令和７年度一般会計補正予算を含む１４件はいずれも原案のとおり承認・可決しま
した。

▷関連４～５ページ

令和７年 第２回 定例会（6月12日～6月26日）
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中学校体育館の空調整備

中
学
生
の
部
活
動
の
休
日
廃
止
に
伴
う
休
日
の
活
動
場

所
を
創
出
す
る
た
め
、
地
域
ク
ラ
ブ
協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
認
定
さ
れ
た
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
団
体
の
指
導
者
に

対
し
て
謝
礼
金
を
支
払
い
ま
す
。
地
域
ク
ラ
ブ
協
議
会

は
、
9
月
1
日
か
ら
の
運
用
と
な
り
ま
す
。

議
案
第
60
号
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

議
案
第
49
号
市
税
条
例
の
一
部
改
正

中
学
生
の
新
た
な
活
動
場
所
を

創
出
し
ま
す

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
公
示

送
達
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

公
示
送
達(

※)

に
つ
い
て
、
公
示
事
項
が
記
載
さ
れ
た

書
面
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覧
で
き
る
方
法
が
追
加

さ
れ
ま
す
。

※
公
示
送
達

調
査
し
て
も
書
類
の
送
達
相
手
の
住
所
等
が
不
明
な
場
合
な
ど
、

書
類
の
送
達
が
不
可
能
な
場
合
に
、
役
所
の
掲
示
板
に
一
定
の

事
項
を
掲
示
す
る
（
こ
れ
を
公
示
と
い
う
）
こ
と
に
よ
り
、
本

人
に
書
類
が
着
い
た
の
と
同
じ
効
力
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
。



4田原市議会だより 第99号（2025年7月）

議
案 

№
46

国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎
課
税
額
と
後
期
高

齢
者
支
援
金
等
課
税
額
に
係
る
課
税
限
度
額

の
引
き
上
げ

問	
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
に
よ
る
影
響

は
。

答 

税
額
が
増
え
る
世
帯
は
、
国
民
健
康
保

険
加
入
世
帯
の
う
ち
、
7
・
4
％
の
約

6
7
0
世
帯
の
見
込
み
で
あ
る
。ま
た
、

今
回
の
改
正
は
税
率
改
正
で
は
な
い
た

め
、
中
間
所
得
層
、
低
所
得
層
の
方
に

は
課
税
限
度
額
引
き
上
げ
に
よ
る
影
響

は
な
い
。

問	

問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対

応
を
す
る
の
か
。

答 

個
々
の
世
帯
の
所
得
状
況
や
加
入
者
数

等
に
よ
っ
て
課
税
額
が
異
な
る
た
め
、

職
員
に
よ
り
窓
口
に
お
い
て
、
丁
寧
な

説
明
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

議
案 

№
57
・
58
・
59

東
部
中
学
校
、
赤
羽
根
中
学
校
お
よ
び
福
江

中
学
校
の
屋
内
運
動
場
等
空
調
設
備
整
備
工

事問	

3
件
と
も
工
期
が
令
和
8
年
2
月
27
日

ま
で
で
あ
り
、
工
期
中
は
屋
内
運
動
場

を
使
用
で
き
な
く
な
る
と
思
う
が
、
こ

の
工
事
の
影
響
は
。

答 

学
校
の
授
業
や
学
校
施
設
開
放
の
利
用

者
の
方
へ
、
活
動
の
場
所
や
時
期
を
変

更
し
て
も
ら
う
等
の
影
響
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
た
だ
し
、
工
期
は
準
備
工

や
外
構
工
事
を
含
め
た
期
間
と
な
る
た

め
、
実
際
の
屋
内
運
動
場
等
が
使
用
で

き
な
く
な
る
期
間
に
つ
い
て
は
、
工
事

の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
よ
う
、
受

注
者
に
協
力
を
お
願
い
し
て
い
く
。

問	

学
校
現
場
と
の
調
整
は
十
分
に
行
わ
れ

て
い
る
の
か
。

答 

既
に
学
校
現
場
へ
協
力
を
お
願
い
し
て

い
る
。
各
学
校
か
ら
は
、
屋
内
運
動
場

等
が
利
用
で
き
な
い
期
間
に
つ
い
て

は
、
近
隣
の
小
学
校
の
体
育
館
や
総
合

体
育
館
等
を
利
用
す
る
ほ
か
、
屋
内
運

動
場
等
で
行
う
授
業
の
実
施
時
期
を
調

整
す
る
な
ど
、
生
徒
の
授
業
や
活
動
に

支
障
が
な
い
よ
う
に
柔
軟
に
対
応
し
て

い
く
と
聞
い
て
い
る
。

問	

施
設
開
放
の
利
用
者
に
対
す
る
周
知
は
。

答 

既
に
各
団
体
へ
個
別
に
通
知
し
て
お

り
、
代
替
施
設
の
利
用
希
望
調
査
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
使
用
で
き
な
く

な
る
期
間
が
定
ま
っ
た
ら
再
度
詳
細
を

通
知
す
る
な
ど
、
混
乱
を
招
か
な
い
よ

う
に
周
知
に
努
め
て
い
き
た
い
。

（
6
／
19	

文
教
厚
生
委
員
会
）

議
案 

№
49

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
公
示
送
達

問	

公
示
送
達
の
方
法
に
つ
い
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
る
方
法
に
よ
り
、

公
示
事
項
を
表
示
し
て
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
す
る
方
法
も
追
加
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
こ
の
改
正
の
施
行
期
日
は
、
具

体
的
に
い
つ
か
。

答 

令
和
8
年
6
月
30
日
ま
で
の
間
に
お
い

て
、
政
令
で
定
め
ら
れ
る
日
と
な
る
。

問	

当
該
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
の
観

点
か
ら
配
慮
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
。

答 

国
の
考
え
方
や
他
の
自
治
体
の
事
例
を

参
考
に
、
公
示
送
達
制
度
の
趣
旨
、
目

的
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
の
必
要
性

を
勘
案
し
て
公
示
事
項
を
最
低
限
に
す

る
な
ど
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
配
慮

し
た
運
用
を
行
っ
て
い
く
。

（
6
／
19	

総
務
産
業
委
員
会
）

▪
令
和
7
年
第
2
回
定
例
会
議
案
一
覧

議
案
番
号

市
長
提
出
議
案

43
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

（
林
　
宏
恭
　
氏
）

44
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

（
武
田
　
福
子
　
氏
）

45
専
決
処
分
の
承
認

（
市
税
条
例
の
一
部
改
正
）

46
専
決
処
分
の
承
認

（
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
）

47
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例

48
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正

49
市
税
条
例
の
一
部
改
正

50
市
道
路
線
の
認
定

51
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
字
の
区
域
の

設
定
及
び
変
更

52
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
車
両
購
入
契
約

56
校
舎
棟
等
解
体
工
事
　
旧
泉
中
学
校
（
週

休
2
日
）
請
負
契
約

57
屋
内
運
動
場
等
空
調
設
備
整
備
工
事

東
部
中
学
校
（
週
休
2
日
）
請
負
契
約

58
屋
内
運
動
場
等
空
調
設
備
整
備
工
事

赤
羽
根
中
学
校
（
週
休
2
日
）
請
負
契
約

59
屋
内
運
動
場
等
空
調
設
備
整
備
工
事

福
江
中
学
校
（
週
休
2
日
）
請
負
契
約

令
和
7
年
度
補
正
予
算

60
一
般
会
計
（
第
１
号
）

追
加
議
案

61
野
田
市
民
館
建
設
工
事
（
週
休
2
日
）
請

負
契
約

議案に対する
委員会・本会議での

議員の質疑・意見です

主な質疑

※
議
案
第
53
号
、第
54
号
、お
よ
び
第
55
号
は
、

　
本
会
議
に
お
い
て
撤
回
さ
れ
ま
し
た
。



5 田原市議会だより 第99号（2025年7月）

議
案 

№
60

令
和
7
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
1
号)

定
額
減
税
補
足
給
付
金
支
給
事
業

問	

支
給
事
務
の
委
託
料
と
し
て
5
9
9
万

3
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体

的
な
業
務
は
。

答 

給
付
支
給
の
確
認
書
等
の
印
刷
や
、
そ

の
印
刷
物
の
封
入
封
か
ん
業
務
、
そ
の

他
デ
ー
タ
入
力
業
務
や
、
問
い
合
わ
せ

等
へ
の
電
話
対
応
、
確
認
書
等
の
受
付

事
務
を
行
う
。

担
い
手
支
援
事
業

問	

経
営
発
展
支
援
事
業
の
件
数
が
33
件
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
内
訳
は
。

答 

親
元
就
農
者
が
32
件
、
新
規
参
入
者
が

1
件
で
あ
る
。

問	

親
元
就
農
が
増
え
た
要
因
は
。

答 

こ
れ
ま
で
は
親
元
で
農
業
を
始
め
て
か

ら
5
年
以
内
の
方
を
補
助
対
象
と
し
て

い
た
が
、
こ
の
規
定
が
大
き
く
見
直
さ

れ
、
農
業
を
始
め
て
5
年
経
過
し
た
方

も
新
た
に
対
象
に
加
え
た
こ
と
が
、
多

く
な
っ
た
理
由
で
あ
る
と
考
え
る
。

問	

こ
の
事
業
で
ど
の
よ
う
な
効
果
が
見
込

ま
れ
る
の
か
。

答 

次
の
世
代
に
託
す
選
択
の
後
押
し
と
な

る
ほ
か
、
将
来
に
わ
た
り
担
い
手
の
確

保
が
で
き
、
継
続
的
な
営
農
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
る
。

農
業
経
営
支
援
事
業

問	

国
の
補
助
事
業
は
成
果
目
標
を
求
め
ら

れ
る
が
、
ど
う
い
っ
た
こ
と
が
目
標
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

農
作
業
代
行
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
農

地
面
積
を
拡
大
す
る
こ
と
が
目
標
と

な
っ
て
い
る
。

共
育
推
進
事
業

問	

指
導
者
謝
礼
金
の
積
算
根
拠
は
。

答 
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
の
実
働
3
時
間

程
度
の
活
動
に
対
し
て
1
回
4
千
円
を

支
払
う
。
こ
れ
は
指
導
者
1
0
4
名
、

7
カ
月
分
を
積
算
根
拠
と
し
た
。ま
た
、

部
活
動
の
地
域
展
開
を
し
て
い
る
他
市

の
謝
礼
を
参
考
に
し
て
積
算
を
し
た
。

問	

支
給
の
方
法
は
。

答 

地
域
ク
ラ
ブ
か
ら
の
活
動
実
績
報
告
書

に
よ
り
、
個
人
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

問	

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の
団
体
や
障

害
者
支
援
団
体
等
が
運
動
や
文
化
活
動

を
す
る
こ
と
で
、
地
域
ク
ラ
ブ
と
し
て

認
定
さ
れ
る
の
か
。

答 

申
請
書
の
内
容
を
確
認
し
、
認
定
要
件

を
満
た
し
て
い
れ
ば
地
域
ク
ラ
ブ
と
し

て
認
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

問	

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
も
地
域
ク
ラ
ブ

と
し
て
認
定
で
き
る
の
か
。

答 

認
定
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
自
然
体
験
活
動
に
つ

い
て
も
認
定
し
て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会
支
援
事
業

問	

Ｗ
Ｓ
Ｌ		

Ｑ
Ｓ
6
0
0
0(

※)

の
支
援
と

し
て
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
負
担
金

2
5
0
0
万
円
の
金
額
の
根
拠
は
。

答 

総
額
6
千
万
円
の
内
、
賞
金
の
1
千
万

円
を
除
い
た
2
分
の
1
の
金
額
で
あ

る
。

問	

競
技
運
営
費
が
主
な
事
業
費
に
当
た
る

と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
中
で
具
体
的
に

大
き
な
支
出
は
。

答 

競
技
会
場
の
設
営
費
、
通
信
環
境
設
備

費
等
で
あ
る
。ま
た
、海
外
か
ら
ジ
ャ
ッ

ジ
や
ラ
イ
ブ
配
信
に
関
す
る
ス
タ
ッ
フ

を
招
く
こ
と
か
ら
、
そ
の
旅
費
、
宿
泊

費
、
交
通
費
な
ど
の
経
費
が
大
き
な
も

の
と
な
っ
た
。

問	

こ
の
予
算
措
置
を
伴
う
大
規
模
な
大
会

を
行
う
必
要
性
は
。

答 
愛
知
・
名
古
屋
ア
ジ
ア
大
会
組
織
委
員

会
が
、
2
0
2
6
ア
ジ
ア
競
技
大
会

サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
に
向
け
て
輸
送
や
物

流
に
対
す
る
テ
ス
ト
も
実
施
す
る
形
に

な
っ
て
い
る
。
本
市
と
し
て
も
、
本
大

会
の
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
来
年

の
ア
ジ
ア
競
技
大
会
の
サ
ー
フ
ィ
ン
競

技
の
開
催
、
さ
ら
に
は
そ
の
成
功
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
6
／
20	

予
算
決
算
委
員
会
）

▽
最
低
賃
金
の
全
国
一
律
化
と
大
幅
引
き

上
げ
、
中
小
企
業
支
援
の
拡
充
と
公
正

取
引
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
陳
情	

他
６
件

　

文
教
厚
生
委
員
会
お
よ
び
総
務
産
業
委

員
会
で
陳
情
を
そ
れ
ぞ
れ
審
査
し
た
結
果
、

全
て
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

※
陳
情
結
果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
陳
情
を
審
査
し
ま
し
た

※
Ｗ
Ｓ
Ｌ　
Ｑ
Ｓ
6
0
0
0

世
界
プ
ロ
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
（
Ｗ
Ｓ
Ｌ
）
が

実
施
す
る
世
界
最
高
峰
の
プ
ロ
ツ
ア
ー
Ｃ
Ｔ

（
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
ツ
ア
ー
）
の
予
選

リ
ー
グ
に
あ
た
る
。
世
界
中
か
ら
ト
ッ
プ

サ
ー
フ
ァ
ー
が
集
結
す
る
日
本
最
大
級
の
国

際
大
会
。



ここが聞きたい 般一 質 問

6田原市議会だより 第99号（2025年7月）

動画へ
GO

※ＨＰＶ
ヒトパピローマウイルス（Human papillomavirus）の
略。子宮頸がんなどの原因となるウイルス感染症のこと。

※ラーケーション
ラーニング（学習）とバケーション（休暇）を組み合わ
せた造語で、公立の小中学校と高校などで平日に年間3
日の休みが取れるという取り組み。保護者との校外学習
をするために設けられるもので、欠席扱いにはならない。

問 	 ワクチン接種と新型コロナウイルス感染症に罹患
した場合の重症化率や死亡率との関係性は。

答  当該感染症に罹患した場合の重症化率や死亡率
と、ワクチン接種との関係性は検証するデータが
存在していないため、確認できない。

問 	 副反応や健康被害の状況は。
答  副反応の症状はさまざまであるため、発生総数は

把握していない。現在、3件について厚生労働大
臣から健康被害の認定を受け、治療を継続してい
る。

問 	 定期接種化後に使用されたワクチンの種類は。
答  ファイザー社、第一三共社、武田薬品工業社およ

び、モデルナ社において製造または販売されたワ
クチンだと把握している。

新型コロナウイルスワクチン接種について
問 	 使用されたワクチンの種類について、市民への周
知は。

答  各医療機関で使用するワクチンの種類について
は、市ホームページに掲載し周知を図った。

問 	 定期接種化後に使用されたワクチンの安全性につ
いて、市の認識は。

答  国の審議会等において薬事上、有効性および安全
性の評価を受け、定期接種に使用するワクチンと
して予防接種実施規則に位置付けられているた
め、使用上問題ないと認識している。

問 	 当該ワクチン接種に伴う副反応および健康被害の
リスクや、予防接種健康被害救済制度について、
市民への周知は。

答  予防接種に伴う副反応などについて記載した説明
文を予診票とともに送付することに加え、市ホー
ムページにて周知を図った。健康被害救済制度は
引き続き、市ホームページで周知を図っている。

新型コロナウイルスワクチン接種の
健康被害は
厚生労働大臣から3件の健康被害認定を受けた

自由民主党田原市議団
真

ま

野
の

  尚
ひさ

功
かつ

ここが聞きたい

一般質問
一般質問とは、議員が自身の考えや市民の皆さんの声をもとに市
の行財政全般について方針や執行状況などを質問することです。
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ここが聞きたい 般一 質 問

田原市議会だより 第99号（2025年7月）

問 	 ウェルビーイング（※1）をさらに向上させるため、
施策や事業をどのように推進していくのか。

答  本年度実施する市民意識調査で市民が考える幸福
感を高めるために必要だと思うことも調査し、こ
れらの結果を今後の施策や事業に生かしていく。

　　　　　　　　　　　　　　
問 	 職員のウェルビーイング向上についての考えは。
答  健康診断やストレスチェック等、心身の健康保持

に向けた取り組みを行ってきた。また、テレワー
クの導入や、子育て、介護との両立支援など、ワー
クライフバランスの推進に取り組んでいる。令和
7年2月1日からは、誰もが働きやすい職場環境を
目指し軽装勤務を通年化した。今後も職員のウェ
ルビーイング向上が地域の活性化と住民サービス
の向上につながる好循環を生み出すよう取り組ん
でいく。

問 	 包括的性教育（※2）について、市の考えは。
答  体や妊娠・出産、性感染症の予防等を含めた生殖

に関する知識だけでなく、人権やジェンダー、多
様性を含めた理解など、幅広い分野での性に関わ
る教育が求められる状況になっている。多様性が
尊重される社会づくりに参画できる子供が育つよ
う、包括的性教育を推進する必要があると考える。

問 	 包括的性教育を進めていく上での課題克服にはど
のように取り組むのか。

答  まずは教職員が先進校の視察や研修会、情報交換
を通して包括的性教育について理解を深め、その
上で、保護者への周知を通じて包括的性教育を一
層推進することができると考えている。

まずは教職員が包括的性教育について理解を深めることが必要

包括的性教育を進める上での課題克服の
ために取り組むことは

ウェルビーイングの向上について 包括的性教育の在り方について

※１ウェルビーイング
身体的、精神的、社会的にも良好な状態を指す概念。

※２包括的性教育
ユネスコ（国際連合教育科学文化機構）などが発表した
国際セクシュアリティ教育ガイダンスで提唱している
ジェンダー平等や性の多様性、体の権利といった人権尊
重を基盤に幅広く学ぶもの。

動画へ
GO

一般質問

鈴
すず

木
き

　和
かず

基
もと

真
ま

野
の

　尚
ひさ

功
かつ

辻
つじ

　　史
ふみ

子
こ

村
むら

上
かみ

　　誠
まこと

中
なか

野
の

　哲
あき

伸
のぶ

山
やま

上
かみ

　勝
かつ

由
よし

小
お

川
がわ

　貴
たか

夫
お

中
なか

村
むら

健
けん

太
た

郎
ろう

内藤喜久枝
小
お

川
がわ

　金
きん

一
いち

岡
おか

本
もと

　重
しげ

明
あき

P 6 真
ま

野
の

　尚
ひさ

功
かつ

新型コロナウイルスワクチン接種について

P 7 辻
つじ

　　史
ふみ

子
こ

ウェルビーイングの向上について
包括的性教育の在り方について

P 8 山
やま

上
かみ

　勝
かつ

由
よし

農地の継続的な利用について

P 8 中
なか

村
むら

健
けん

太
た

郎
ろう

市職員の働きやすい環境づくりについて

P 9 内
ない

藤
とう

喜
き

久
く

枝
え

健康づくりの推進について

P 10 内
ない

藤
とう

　　浩
ひろし

障害のある方との地域共生社会実現に向けた取り組みについて

P 10 古
ふる

川
かわ

　幸
ゆき

宏
ひろ

コミュニティバス運行事業について

P 11 小
お

川
がわ

　貴
たか

夫
お

安心で安全な社会の構築について

P 12 中
なか

神
がみ

　靖
やす

典
のり

児童・生徒の安全対策について

P 12 小
お

川
がわ

　金
きん

一
いち

超高齢社会の進展への対応について

P 13 中
なか

野
の

　哲
あき

伸
のぶ

部活動の地域展開について

辻
つじ

  史
ふみ

子
こ

公明党田原市議団

※
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
車

走
行
時
に
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
排
出
ガ
ス
を
出
さ
な
い
車
の
こ
と
。



ここが聞きたい 般一 質 問

8田原市議会だより 第99号（2025年7月）

動画へ
GO

動画へ
GO

※ＨＰＶ
ヒトパピローマウイルス（Human papillomavirus）の
略。子宮頸がんなどの原因となるウイルス感染症のこと。

※ラーケーション
ラーニング（学習）とバケーション（休暇）を組み合わ
せた造語で、公立の小中学校と高校などで平日に年間3
日の休みが取れるという取り組み。保護者との校外学習
をするために設けられるもので、欠席扱いにはならない。

問 	 田原市地域計画の運用状況は。
答  現在、この地域計画を市ホームページ等で公開し

ており、農地の貸し借りや売買が円滑に行われる
ように活用するなど、農業の担い手確保や農地の
集約化の促進が図られるように運用している。ま
た、基盤整備事業が必要となる地域では、事業計
画を策定する際の資料として活用する。

問 	 地域計画の目標地図を見ると、10年後に担い手が
位置付けられていない農地が多いと感じるが、ど
のようなところに課題があるのか。

答  農業者自身が10年後のイメージができないこと
や、農地が多い地域は現実的に全ての農地に担い
手を位置付けられないことが考えられる。

問 	 地域計画をさらに有効なものにするために、今後
どのように取り組んでいくのか。

答  それぞれの地域において話し合いを継続するとと
もに、農地の利用が確認できていない耕作者の意
向を把握するなど、農業委員会をはじめとする関
係機関と連携し、着実な運用に努める。

問 	 担い手の農地取得の支援は。
答  農地・園芸施設バンクとして、市内の手放したい

農地や農業施設などの情報を市のホームページに
公開するほか、バンク登録者へのメール配信を行
うなど、担い手への売買や貸借のあっせんをして
いる。

問 	 農地・園芸施設バンクの新規登録を促す取り組み
は。

答  市役所での窓口申請や郵送申請に加え、令和６年
２月からオンライン申請を行っている。

問 	 担い手の農地取得に対して、今後どのような支援
を考えているのか。

答  農地・園芸施設バンクの農地情報を地図上に掲載
し、希望する農地を見つけやすくする地図情報シ
ステムの整備を行う。

農地の継続的な利用について

農業の担い手確保や農地の集約化の促進が図られるように
運用している

市
職
員
の
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

問	

窓
口
業
務
の
受
付
時
間
の
見
直
し
を
行
う
考
え
が
あ
る
の
か
。

答 

本
年
度
、
時
期
や
時
間
帯
に
よ
る
窓
口
業
務
の
状
況
や
職
員
の

勤
務
実
態
、
受
付
時
間
を
短
縮
し
た
場
合
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ

の
影
響
な
ど
を
総
合
的
に
検
証
し
、
実
施
に
向
け
て
研
究
し
て

い
き
た
い
。

問	

受
付
時
間
の
見
直
し
を
研
究
し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、
現
時

点
で
ど
の
よ
う
な
見
直
し
が
考
え
ら
れ
る
の
か
。

答 

受
付
開
始
時
間
を
遅
ら
せ
る
こ
と
や
受
付
終
了
時
間
を
前
倒
し

す
る
な
ど
、
職
員
の
適
正
な
労
務
管
理
に
資
す
る
形
で
の
見
直

し
が
考
え
ら
れ
る
。

問	

受
付
時
間
を
短
縮
す
る
時
間
幅
を
今
後
検
討
す
る
と
思
う
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
決
定
し
て
い
く
の
か
。

答 

時
間
ご
と
の
窓
口
の
利
用
状
況
を
分
析
し
、
短
縮
に
よ
る
市
民

サ
ー
ビ
ス
や
業
務
へ
の
影
響
を
見
極
め
た
上
で
、
適
切
な
時
間

幅
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

田原市地域計画の運用状況は

自由民主党田原市議団	
山
やま

上
かみ

  勝
かつ

由
よし

窓
口
業
務
の
受
付
時
間
の
見
直
し

を
行
う
考
え
が
あ
る
の
か

窓
口
業
務
の
状
況
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響

な
ど
を
総
合
的
に
検
証
し
、
実
施
に
向
け
て
研

究
し
て
い
き
た
い 中

なか

村
むら

  健
けん

太
た

郎
ろう

国民民主党田原市議団
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ここが聞きたい 般一 質 問

田原市議会だより 第99号（2025年7月）

問 	 市民が自主的に健康づくりに取り組める環境整備
の進め方は。

答  ウォーキングコースやサイクリングルートなどを
整備し、身近なところで運動できる環境を整えて
いる。

問 	 健康づくりに対する個人への意識付けについて、
市の認識は。

答  健康への関心は個人差があるため、関心の度合い
に合った施策の必要性を認識している。健康に対
する関心が低い層の健康づくりへの動機付けを目
的とした健康マイレージ事業の魅力向上や充実を
図り、参加を促すことで、個人の意識付けを推進
する。また、健康情報を発信する健康アンバサダー
による健康情報の展開や、食育推進協力店の拡充
に協力することで、生活習慣の改善を意識できる
機会を増やす。

問 	 健康づくりに関わる人材育成の具体的な進め方は。
答  食生活改善サポーター、健康づくりリーダーに対

し、養成講座の開催や研修会参加への支援、また、
活動に必要な学びの機会を提供している。

問 	 健康づくりリーダーとの協働や支援は。
答  健康づくりリーダーの養成や活動、普及啓発など

への支援、ラジオ体操指導者講習会などの研修機
会の提供を行う。また、健康づくりリーダーとと
もに市民ニーズの把握や健康課題の共有、活動事
業の展開の検討などを行っていく。

健康づくりの推進について

ウォーキングコース等身近なところで運動できる環境を整えて
いる

市民が自主的に健康づくりに取り組める環
境整備の進め方は

問	

受
付
時
間
の
短
縮
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
も
課
題
と
の
こ
と

だ
が
、
そ
の
点
へ
の
対
応
は
。

答 

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
よ
り
、
来
庁
せ
ず
、
か
つ
時
間
を
問
わ

ず
手
続
き
が
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問	

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
が

必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答 

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
作
成
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

問	

人
事
評
価
制
度
に
お
い
て
、
業
務
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
評
価
す
る

視
点
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答 

行
政
改
革
や
予
算
編
成
に
お
い
て
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の
業
務
の

見
直
し
を
求
め
る
な
ど
、
改
革
・
改
善
の
取
り
組
み
を
求
め
て

い
る
。
職
員
の
取
り
組
み
が
適
正
に
評
価
さ
れ
る
よ
う
、
今
後

も
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

動画へ
GO

自由民主党田原市議団
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動画へ
GO

動画へ
GO

※ＨＰＶ
ヒトパピローマウイルス（Human papillomavirus）の
略。子宮頸がんなどの原因となるウイルス感染症のこと。

※ラーケーション
ラーニング（学習）とバケーション（休暇）を組み合わ
せた造語で、公立の小中学校と高校などで平日に年間3
日の休みが取れるという取り組み。保護者との校外学習
をするために設けられるもので、欠席扱いにはならない。

問 	 障害のある方との地域共生社会実現に向けた推進
体制は。

答  障害福祉関係機関や病院、当事者やその家族等で
構成する田原市障害者自立支援協議会が検討した
結果を受け、新たな障害福祉制度の創設や各種制
度の周知および研修を実施することで、推進体制
を取っている。

問 	 ダイバーシティ＆インクルージョンの理念を広め
るための本市の取り組みは。

答  障害分野において、今後も田原市障害者自立支援
協議会を中心に、関係機関との連携等により障害
に関する理解を広める取り組みを行う。

問 	 障害児やその家族が希望する、地域生活の継続に
必要な取り組みは。

答  相談機関として、田原市子ども相談支援事業所を
設置している。また、個別のニーズに応じた福祉
サービスや、日常生活用具給付事業等の給付制度
利用への案内など、地域生活を継続していくため
の支援を行っている。

問 	 本市において、誰もが使いやすい公共施設のユニ
バーサルデザインへの取り組みは。

答  県の条例や田原市人にやさしい街づくり整備方針
等を踏まえ、ユニバーサルデザインの視点を取り
入れた設計を心がけている。

問 	 新たな施設の整備が見込まれる中、これらの施設
に関して、ユニバーサルベッド設置の考えは。

答  県の基準を参考に施設の目的、利用者ニーズ等を
考慮し検討する。

障害のある方との地域共生社会実現に向けた取り組みについて

県の基準を参考に施設の目的、利用者のニーズ等を考慮し検討
する

新たな施設に関してユニバーサルベッド
設置の考え方は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
に
つ
い
て

問	

ぐ
る
り
ん
ミ
ニ
バ
ス
中
山
線
デ
マ
ン
ド
運
行
実
証
実
験
を
通
し

て
、
ど
の
よ
う
に
運
行
方
式
を
決
定
す
る
の
か
。

答 

デ
マ
ン
ド
運
行
と
定
時
定
路
線
の
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ

メ
リ
ッ
ト
を
踏
ま
え
つ
つ
乗
車
人
数
を
比
較
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
広
げ
た
区
域
の
バ
ス
停
や
時
間
帯
ご
と
の
乗
車
人
数
な

ど
の
実
績
の
ほ
か
、
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
基
に
検
証

す
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
基
に
、
田
原
市
地
域
公
共
交
通
会
議

に
お
い
て
、
デ
マ
ン
ド
運
行
導
入
の
可
否
を
は
じ
め
、
中
山
線

に
ふ
さ
わ
し
い
運
行
方
式
に
つ
い
て
検
討
し
決
定
し
て
い
く
。

問	

デ
マ
ン
ド
運
行
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答 

自
分
に
都
合
の
良
い
乗
車
時
間
を
予
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
路
線
運
行
で
は
な
く
区
域
運
行
に
す
る
こ
と
で
、
利
用

実
態
に
合
わ
せ
て
バ
ス
停
の
設
置
場
所
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

る
。

内
ない

藤
とう

  浩
ひろし

新政田原自民クラブ

自由民主党田原市議団	
小

お

川
がわ

  金
きん

一
いち

山
やま

上
かみ

  勝
かつ

由
よし

古
ふる

川
かわ

  幸
ゆき

宏
ひろ

内
ない

藤
とう

  喜
き

久
く

枝
え

小
お

川
がわ

  貴
たか

夫
お

真
ま

野
の

  尚
ひさ

功
かつ

新政田原自民クラブ
中
なか

神
がみ

  靖
やす

典
のり

内
ない

藤
とう

  浩
ひろし

鈴
すず

木
き

  和
かず

基
もと

村
むら

上
かみ

  誠
まこと

岡
おか

本
もと

  禎
さだ

稔
あき

古
ふる

川
かわ

  美
み

栄
さか

市民クラブ
柳
やなぎ

元
もと

  浩
ひろ

幸
ゆき

平
ひら

松
まつ

  昭
あき

徳
のり

公明党田原市議団
辻
つじ

  史
ふみ

子
こ

青嵐会
岡
おか

本
もと

  重
しげ

明
あき

国民民主党田原市議団
中
なか

村
むら

  健
けん

太
た

郎
ろう

空のひばり会
中
なか

野
の

  哲
あき

伸
のぶ

実
績
や
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
基
に
検
討
し

決
定
す
る

実
証
実
験
を
通
し
た
運
行
方
式

の
決
定
方
法
は

自由民主党田原市議団	
古
ふる

川
かわ

  幸
ゆき

宏
ひろ
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問 	 市内で起きる犯罪の特徴は。
答  侵入盗や自転車盗、車上狙いの件数が多く、その

特徴として、家の無施錠や自転車に鍵をかけずに
駐輪するなどのケースが多く見られる。

問 	 一般家庭が防犯カメラを設置する際に支援する仕
組みを作る考えは。

答  侵入盗の状況や地域の特性を捉え、今後研究して
いく。

問 	 現在、防犯灯整備の補助率は2分の1であるが、そ
れを見直して地域の負担を少なくする考えは。

答  犯罪に対する市民の意識を高めることを優先と
し、補助率の見直しは、その効果を踏まえ検討す
る。

問 	 農機具や農作物、金属の盗難が増える中、農業団
体や漁協、商工会などからも防犯カメラの設置に
ついて要望を聞いては。

答  関係団体などと検討し、総合的に判断していく。

問 	 監視カメラの設置による不法投棄の防止効果は。
答  事業系の廃棄物と思われる大量の食品残渣が繰り

返し複数のごみステーションに排出される事案が
あったが、自治会と市で協力の上、監視カメラを
設置し、警察に通報する旨を表記したことで、そ
れ以降、同様の不法投棄は完全になくなった。

問 	 不法投棄の重点箇所全てにカメラの設置をして
は。

答  不法投棄防止の看板や立ち入り禁止のロープの設
置などの対策や、定期的なパトロールによっても
不法投棄が減らず、監視カメラによる対策が必要
不可欠と判断した時には、地区自治会と協議の上、
状況に応じて追加設置を検討する。

安心で安全な社会の構築について

侵入盗の状況や地域の特性を捉え、今後研究していく

一般家庭の防犯カメラ設置を支援する
仕組み作りの考えは

問	

事
前
の
周
知
方
法
は
。

答 

広
報
た
は
ら
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
関
係
校
区
で
の
説
明
会

の
開
催
、
バ
ス
停
や
バ
ス
車
内
で
の
掲
示
の
ほ
か
、
田
原
市
公

共
交
通
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
中
山
線
の
利
用
方
法
や
予
約
方
法
に

つ
い
て
解
説
し
た
ペ
ー
ジ
を
追
加
し
、
全
戸
配
布
す
る
。

問	

当
日
体
調
不
良
や
都
合
で
説
明
会
に
来
ら
れ
な
い
人
、
関
係
校

区
外
か
ら
利
用
す
る
人
の
た
め
に
、
後
日
ア
ー
カ
イ
ブ
で
見
ら

れ
る
方
法
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答 

よ
り
多
く
の
方
に
周
知
で
き
る
よ
う
、
後
日
動
画
で
見
ら
れ
る

よ
う
な
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問	

予
約
方
法
が
電
話
の
み
と
の
こ
と
だ
が
、
メ
ー
ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、

Ｗ
ｅ
ｂ
申
し
込
み
な
ど
、
イ
ン
タ
ネ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た

予
約
受
付
は
実
施
さ
れ
な
い
の
か
。

答 

今
回
の
実
証
実
験
で
は
、
電
話
予
約
の
み
で
実
施
す
る
。
電
話

以
外
の
申
込
方
法
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
実
証
実
験
を
通
じ
て

利
用
者
の
需
要
を
把
握
し
た
上
で
、
運
行
事
業
者
と
調
整
の
上
、

検
討
し
て
い
く
。

動画へ
GO

自由民主党田原市議団
小

お

川
がわ

  貴
たか

夫
お

※
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
車

走
行
時
に
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
排
出
ガ
ス
を
出
さ
な
い
車
の
こ
と
。
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動画へ
GO

動画へ
GO

※ＨＰＶ
ヒトパピローマウイルス（Human papillomavirus）の
略。子宮頸がんなどの原因となるウイルス感染症のこと。

※ラーケーション
ラーニング（学習）とバケーション（休暇）を組み合わ
せた造語で、公立の小中学校と高校などで平日に年間3
日の休みが取れるという取り組み。保護者との校外学習
をするために設けられるもので、欠席扱いにはならない。

超
高
齢
社
会
の
進
展
へ
の
対
応
に
つ
い
て

問	

地
域
で
の
見
守
り
体
制
の
強
化
や
認
知
症
の
高
齢
者
と
そ
の
家

族
に
対
す
る
支
援
体
制
、
社
会
的
孤
立
対
策
は
特
に
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
施
策
と
今
後
の
方
向
性
は
。

答 

見
守
り
体
制
強
化
の
た
め
、
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に

自
治
会
や
民
生
委
員
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た
定
期
訪
問
や
相

談
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
は
、
既
存
の
サ
ー
ビ
ス
や
支

援
だ
け
で
は
対
応
し
切
れ
な
い
課
題
や
新
た
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
、
課
題
解
決
に
向
け
た
仕
組
み
作
り
が
必
要
と
な
る
。
認
知

症
高
齢
者
と
そ
の
家
族
へ
の
支
援
体
制
は
、
認
知
症
地
域
支
援

推
進
員
や
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
活
動
で
早
期
発
見
・

受
診
を
促
し
、
今
後
は
本
人
の
意
思
の
尊
重
と
家
族
負
担
軽
減

の
た
め
の
相
談
支
援
や
、
認
知
症
本
人
を
短
期
間
預
か
る
レ
ス

パ
イ
ト
提
供
体
制
の
拡
充
を
目
指
す
。
社
会
的
孤
立
対
策
と
し

て
は
、
住
民
主
体
の
活
動
を
支
援
し
居
場
所
を
確
保
す
る
こ
と

で
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
実
感
で
き
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て

い
る
。
今
後
は
、
孤
独
・
孤
立
の
状
態
は
人
生
の
あ
ら
ゆ
る
段

階
に
お
い
て
何
人
に
も
生
じ
得
る
こ
と
と
し
て
、
世
代
を
超
え

た
多
世
代
交
流
の
つ
な
が
り
を
創
出
す
る
ほ
か
、
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
強
化
す
る
施
策
を
検
討
し
て
い
く
。

問 	 児童の登下校時における通学路の安全対策は。
答  田原市通学路交通安全推進協議会において、毎年、

市内全ての通学路の危険箇所や安全性について点
検・協議し、交通安全施設や防犯施設の設置、改
修等の対応をしている。また、集団下校の実施や
交通指導員などの付き添い、青パトの定期的な巡
回など、登下校時の安全確保に取り組んでいる。

問 	 安全対策が不足する通学路の今後の取り組みは。
答  田原市通学路交通安全推進協議会において、多角

的な視点で安全対策の検討を行い、通学路の変更
を含めた優先順位により対策を検討していく。

問 	 急激な気象変化に伴う学校の対応は。
答  ＷＢＧＴという気温、湿度、輻射熱を考慮した熱

中症を予防するための暑さ指数を活用し、活動の
可否を判断するとともに、小まめな水分補給を指
導している。

問 	 冷たい水を安心して補給できるウォータークー
ラーを設置し、熱中症予防のための環境を整備す
る考えは。

答  現時点では設置する計画はないが、他の熱中症対
策を実施する中で、必要に応じて検討したい。

問 	 学校の防犯対策は。
答  学校敷地内への出入り口を限定、防犯カメラや各

教室と職員室を直接つなげるインターホンの設
置、教室間で連絡を取り合うトランシーバーを常
備して、非常時でも情報共有ができる体制を整え
ている。また、田原警察署等の指導のもと、教職
員の不審者対応訓練を毎年実施し、防犯意識の向
上に努めている。

児童・生徒の安全対策について

多角的な視点で安全対策の検討を行い、対策を進める

安全対策が不足する通学路の今後の
取り組みは

中
なか

神
がみ

  靖
やす

典
のり

新政田原自民クラブ

地
域
や
社
会
と
関
わ
れ
る
き
っ
か
け
を

提
供
し
て
い
く

高
齢
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
施
策
は

自由民主党田原市議団	
小

お

川
がわ

  金
きん

一
いち
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問	

高
齢
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
新
た
な
活
動
の
場
の

創
出
や
、
社
会
貢
献
活
動
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
た
め
の
仕
組

み
作
り
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
施
策
は
。

答 

新
た
な
活
動
の
場
の
創
出
に
つ
い
て
は
、
サ
ロ
ン
や
介
護
予
防

教
室
等
を
開
催
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
場
を
提
供
し
て
い
く
。

ま
た
、
蔵
王
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
を

開
催
す
る
こ
と
で
、
地
域
と
行
政
が
一
緒
に
な
り
地
域
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
、
新
た
な
活
動
の
場
の
創
出
を
含
め
た
取
り
組
み
を

検
討
し
て
い
る
。
加
え
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
支

援
を
通
じ
て
就
業
機
会
の
提
供
や
、
高
齢
者
の
経
験
や
技
能
を

生
か
せ
る
場
を
創
出
し
て
い
く
。
社
会
貢
献
活
動
へ
の
参
加
を

促
す
た
め
の
仕
組
み
作
り
と
し
て
は
、
福
祉
有
償
運
送
認
定
講

習
会
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
よ
う
な
、
地
域
課
題

の
解
決
に
意
欲
の
あ
る
方
が
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
講
習
会
や
講
座
等
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
地
域
や
社
会
と
関

わ
れ
る
き
っ
か
け
を
提
供
し
て
い
く
施
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問 	 地域クラブの考え方は。
答  中学生が休日も活動できる場として、令和7年9月

から田原方式による地域クラブの活動を開始す
る。この地域クラブは、従来の学校管理下になる
部活動を引き継ぐものではなく、新たに生徒が各
自で自由に休日の過ごし方を選択できるようにす
るため、学校外での活動を希望する生徒に対して
休日の活動の受け皿となる地域クラブを設置し、
生徒がより豊かな生活を通じて、自らの成長や新
たな可能性を発見できる場となるよう取り組み内
容を考えている。

問 	 生徒への配慮については。
答  特別な支援を必要とする生徒の参加希望に対して

は、保護者をはじめ、学校の担任や特別支援教育
コーディネーター、地域クラブの代表者などが一
緒になって生徒にとって最善策を協議する必要が
ある。また、地域クラブの指導者については、年
間2回の研修を受け、生徒の発達段階や多様性な
どについても学んでもらう。

問 	 想定しているクラブや団体は。
答  学校施設開放団体として活動するスポーツ団体、

吹奏楽や演劇、クラシックバレエ等の団体や、市
内で活躍しているサークル活動など、新たな分野
で生涯学習にもつながる活動を想定している。

問 	 9月の開始に向けて生徒や保護者、市民にどのよ
うなスケジュールで周知していくのか。

答  学校の夏休み中に各学校を通じて地域クラブの目
的や方向性、活動内容等について情報発信してい
く。また、当面の間は、市ホームページに地域ク
ラブの紹介ページを設け、各クラブの活動内容や
参加方法、参加費等を掲載し周知を図っていきた
い。

部活動の地域展開について

従来の学校管理下になる部活動を引き継ぐものではない

地域クラブの考え方は

動画へ
GO

中
なか

野
の

  哲
あき

伸
のぶ

空のひばり会

※
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
車

走
行
時
に
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
排
出
ガ
ス
を
出
さ
な
い
車
の
こ
と
。
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　４月24日（木）田原文化会館において、令和７年第１回定例会の議会報告会およびテーマごとに意見交換を
行いました。頂いたご意見は議員全員で共有し、政策提案等の検討材料としていきます。
※ご意見は抜粋して掲載しています。

不登校の子どもに対し第３の居場所をつくる必要が
ある。

福祉有償運送認定講習会の周知をお願いしたい。

駅前等でイベント開催や景観づくり等を行ってい
るが、観光につながっていない。

ライドシェアを推進してほしい。

デマンドバスの実証実験を成功させ市内に広めて
ほしい。

すくっとはにぎわっているが、商業振興につながり
にくい。

少子化対策として適正な学校編成を行ってほしい。

減災への取り組みをさらに強化した街づくりを進め
てほしい。

部活動に代わるクラブを田原市につくっていきた
い。

意見交換会テーマ　２．日常生活の移動手段について

意見交換会テーマ　３．まちなかのにぎわいづくりについて

アンケートの自由意見から

意見交換会テーマ　１．子育て・教育環境について

　自由な意見を言えるのは良いが、
もっとより深めていける時間があって
もよかった。

　地域住民と市議会議員が触れ合う
機会がなかなか無いので、こういう
企画は良いと思います。

　若い人に参加してほしいです。
どうしたら参加してくれるか対策を。
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お知らせ　information

8/24 25 26 27 28 29 30

31 9/1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

日 月 火 水 木 金 土

開会時刻は１０時です。（9月11日の総務産業委員会は１３時３０分からです。）
※日程および時間は、変更になる場合があります。

マークの日に、一般質問の映像をケーブルテレビ・インターネットで中継していますので、ぜひご覧ください。
本会議・委員会は、誰でも傍聴できます。

令和 7年第 3回定例会（9月議会）会期
8月29日 ( 金 ) ～ 9月 26日 ( 金 )

本会議
(議案審議)

本会議
（一般質問）

文教厚生委員会
総務産業委員会

予算決算委員会
（補正予算）

敬老の日

予算決算委員会
（決算認定）

秋分の日
議会運営委員会 本会議

（採決等）

議員とたはらトークin中央図書館Ｕ18
　アンダー

18歳以下（主に中学生・高校生）を対象に意見交換会を実施します。
ぜひお気軽にお申し込みください。

■実施方法：	ワークショップ型の意見交換会です。5～6名程度のグループ
に分かれて、テーマについて意見交換を行います。

■問合せ先：	田原市議会事務局
	 ☎	0531-23-3533　 		gikai@city.tahara.aichi.jp

日　　時	：	 令和７年８月１７日（日）
	 	 午後１時３０分から午後３時まで

会　　場	：	 中央図書館（くつろぎコーナー）

対　　象	：	 18歳以下（主に中学生・高校生）

定　　員	：	 30人程度（受付順）

テ ー マ	：	 田原の未来について

申込方法	：	 ８月７日(木)までに二次元コードからお申し込みください。

↓申込みはこちらから
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田原市議会の個人情報保護制度の施行状況

▪開示請求等の施行状況

開示請求
決　定　の　内　容

訂正請求
利用停止
請　　求

審査請求全部開示 一部開示 不開示 うち不存在
０件 ０件 ０件 ０件

令和６年度政務活動費

▪令和６年度収支報告

会派名 所属議員数（期間） 交付額(円) 支出額(円) 返還額(円)

自由民主党田原市議団 13人（R6.4.1～R7.3.31） 3,120,000 2,458,950 661,050

市民クラブ ２人（R6.4.1～R7.3.31） 480,000 265,606 214,394

公明党田原市議団 １人（R6.4.1～R7.3.31）  240,000 240,191 0

青嵐会 １人（R6.4.1～R7.3.31） 240,000 0 240,000

国民民主党田原市議団 １人（R6.4.1～R7.3.31） 240,000 193,407 46,593

詳しい収支は、田原市議会ホームページをご覧ください。

　田原市議会の個人情報の保護に関する条例第51条の規定に基づき、令和6年度の施行状況を次の通り
公表します。

▪政務活動費とは
　議員の調査研究、その他の活動をするため
に必要な経費の一部として、会派に交付され
る費用です。
　田原市議会では、１人当たり、年間24万
円（月額2万円）を会派に交付し、領収書等
を添付した収支報告書が提出されています。
　年度ごとに精算し、残額がある場合は、市
に返還しなければなりません。

東三河の各市の状況は…
《議員１人当たりの交付額》(令和6年度）
	 豊橋市議会	 ：	年間	 108万円
	 蒲郡市議会	 ：	年間	 29万円
	 豊川市議会	 ：	年間	 27.6万円
	 田原市議会	 ：	年間	 24万円
	 新城市議会	 ：	年間	 15万円
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https://www2.city.tahara.aichi.jp/gikai/

議会ホームページで本会議（一般質問）の
映像を見ることができます

パソコン・スマートフォン・タブレット端末で
本会議（一般質問）の映像を見ることができ
ます。

①下の二次元コードか
アドレスからアクセス
②視聴したい定例会、日
程、議員を選択

利用方法

利用方法

https://machiiro.town/lp/aichi_tahara

スマートフォンで議会だよりが読めます

無料アプリ「マチイロ」で「議会だより」をスマー
トフォンでご覧になれます。
簡単な設定を行えば、

議会だよりの発行に合わせ
て通知が届き、移動中など
ちょっとした空き時間にご
覧になれます。ぜひ、ご利用ください。

①下の二次元コードかアドレスからアクセス
②「マチイロ」をダウンロード
③個人設定→お住まいの地域を「田原市」に設定

6月10日
渥美半島の道路整備に関する
国土交通省要望

5月8日
全国市議会議長会表彰
東海市議会議長会表彰

5月19日
中国昆山市表敬訪問

長きにわたり市政の発展に寄与した功績
により、古川美栄議員と中神靖典議員、
岡本禎稔議員が表彰されました。

4月11日
田原市戦没者追悼式

全議員が参列し、戦没者を追悼しました。
また、議長が議会を代表して追悼の辞を
述べました。

議
会
の
活
動

議
会
の
活
動

5月9日
広報広聴委員会勉強会

議会および議員がSNSを活用するための
リテラシーについて勉強しました。

5月20日
風水害対応訓練の見学

渥美半島の防災力を強化する道路の早期
整備を国土交通省に要望しました。

市の友好都市である中国昆山市の訪問団
の皆さんが来訪しました。

大雨警報発表後、線状降水帯による大雨
の可能性が高い状況で行われる市の風水
害対応訓練の様子を見学しました。
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※財源確保のため、有料広告として掲載しています。広告については、田原市議会が推奨するものではありません。

パートさん
しその葉の摘み取り作業

しその葉の結束・パック詰め

（応募）まずはお気軽にお電話ください。

内職さん
募
集

TEL 0531-37-0447
（有）前田園芸 田原市江比間町二字郷中45

自宅：TEL0531-37-0447

パートさん
内職さん
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所
長
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に
な
っ
た
た
め
代
理
を
置
き
、
伊
勢
の
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や

明
治
神
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ど
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。
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